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血液凝固第1因 子の フィブ リノーゲ ソは分子量340,000、長軸:短 軸=450A:90Aの捧状タソパク質





















































































































































































b.コ ソ トロ ー ノレ
(ファ イ バ ー は ラ ソ ダ ム に 絡 み 合 って い る)
考 察
フィブリソ分子が磁気異方性 を有 し、強い定常磁場 内でゲル化反応を起 こす と、長軸に平行に配向す
ることは、よ く知 られている。2,われわれは実験条件を工夫することで、従来よ り弱い磁場強度での配
向を観察 しえた。 ここで、 フィブ リソ配向における磁場の作用機構について考察 してみよう。
フィブ リノーゲソ(MW:3.4×10うは約33%のα一ヘ リックスを含有 している。ア ミノ酸の平均分
子量を150とすると、α一ヘ リックス中のペプチ ド基は約750個である。 これは三次構造上、フィブ リ
ノーゲ ソの長軸に直角 に並んでい る。ペプチ ド基の反磁性磁化率の異方性 △KMを5・4×10うと見積 も
り、3'磁化率 の加成性を考慮すると、フィブ リノーゲソのタソパク分子主軸に対す るモル磁化率の異
方性 △Xは2.0×10-3となる。従 って、仮 にH=8Tの 磁場を考えると、 フィブリノーゲ ソへの磁気エ
ネルギーは △E=H2△X/2=6.4×106ergとな り、これは、室温での分子の熱運動エネルギーNA々T
=2 ,5×101。ergの約4000分の1で ある。走査電子顕微鏡写真で見たフィブ リソファイバーの直径は約
20∞A程度であるか ら、直径90A×長軸長450Aのフィブ リソが約400本、束ね られていることにな り、
フィブリソが数100本つながってファイバー長 が数10μmになると、磁気エネルギーの方が十分大 きく
な り、分子の動 きを制御 しうるもの と考え られる。均一磁場内では、磁場方向と分子軸のなす角度に応
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